
［司会：竹宮 孝子］（敬称略）

第30回 区民健康づくりセミナー

日時 ： 令和８年６月７日（日） 午前９時30分～11時30分

配信 ： Zoomウェビナー

会場 ： 練馬区医師会館 １階 「多目的ホール」

＊ 日本医師会生涯教育制度 合計 1.5単位（カリキュラムコード ： 19 ）

テーマ：『老化現象』
～いっしょに「老化現象」の真髄について学んでみませんか？～

9：00 開場

9：30 開会

開会の辞 学術部担当理事 竹宮 孝子

会長挨拶 練馬区医師会 会長 内田 寛

来賓祝辞 練馬区長 吉田 健一

9：40 特別講演 座長 ： 大野 邦彦

演題 ：『老いに負けないからだづくり』

講師 ： 東京大学大学院医学系研究科 老年病学 教授 小川 純人

10：40 ５分休憩

10：45 健康づくりセミナー

パネルディスカッション 座長 ： 大野 邦彦

宮本 裕子（若野眼科医院 院長／眼科医会）
若林 聡子（富士見台診療所 院長／耳鼻咽喉科医会）
矢口 均 （大泉皮膚科クリニック 院長／皮膚科医会）
長谷川倫男（長谷川クリニック 院長／泌尿器科医会）
小川 純人（東京大学大学院医学系研究科 老年病学 教授）

11：30 閉会の辞 練馬区医師会副会長 佐藤 博



〔特別講演〕．老いに負けないからだづくり

○ 小川 純人（東京大学大学院医学系研究科 老年病学 教授）

高齢者疾患の成因や背景として、若年期や壮年期からの病気が臓器機能の加

齢変化に伴って病態が変化してくるものと、加齢とともに増加し高齢者に比較

的特有なものとに大別され、後者は老年病や老年疾患と呼ばれます。また、高

齢者に多い臨床的な徴候（転倒、誤嚥、低栄養など）は老年症候群と理解され

ています。こうした老年病や老年症候群は、高齢者の生命予後を規定する要因

となるほか、生活機能（ADL）障害や人生の質（QOL）低下につながる場合もあ

り、健康寿命の延伸を妨げる要因にもなり得ます。また、高齢者において、加

齢に伴う種々の機能変化や予備能力の低下によって健康障害リスクを有する状

態はフレイルと理解されています。実際、わが国における要介護の原因疾患と

して、認知症、脳血管疾患、フレイルが上位に挙げられています。超高齢社会

を迎えたわが国において、フレイル予防や介護予防などの対策を早期から講じ

ることは大切であり、令和２年度から全国で始まったいわゆる「フレイル健診」

もその一つです。さらにまた、フレイルの概念には身体的、社会的、精神心理

的な３つの側面が含まれており、それぞれを理解して早期から対策を進めるこ

とも大切です。今回、「老いに負けないからだづくり」と題して、加齢に伴う身

体機能や認知機能の変化、ならびに運動や栄養などの日常生活をはじめとする

予防対策を含めて紹介します。


